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ための BV監査、BV検査、包括的業績評価制度（Comprehensive Performance Assessment : CPA）、包














































CIPFAの『地方自治体会計実務書』(COPLAA）が ASBにより勧告実務書（Statement of Recommended
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① 評価のフレームワークとしての CPAや CAA制度における資源の利用（Use of Resources : UOR）
概念の確立
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◎ 非常に参考になる ○ 参考に値する △ わが国への適用は困難である
ＢＶＰＰ：ベスト・バリュー業績計画書 ＣＦＯ：最高財務担当職員
―


















め、本論文が最も重視する2007年の CIPFAと SOLACE 報告への結び付きも不明確なものとなってし
まっている。たとえば、コーポレート・ガバナンス原則を改革手法の分類のために採り上げるにとどまら
ず、わが国自治体にコーポレート・ガバナンスを確立することを目標に改革手法を展開するという議論の
組み立てにすべきではなかったのかという点もここで指摘しておきたい。
さらに、コーポレート・ガバナンス原則に限らず、主なガバナンスの諸要素の設定根拠に基づいた階層
の検討から、英国地方自治体におけるコーポレート・ガバナンスの中心として据えた指針の意味合いや、
また規制力・強制力の強弱の見地からまとめたはずの階層において、当該指針の位置づけとコーポレー
ト・ガバナンスの中心とする見解との聞に、少し説得力を欠くところも散見される。
もとより、首尾一貫した方法論で問題意識を展開することは、多くの時間と労力を必要とする。時間を
要するがゆえに、当初使用していたはずの用語の用い方に統一性がみられなくなることもある。たとえ
ば、アカウンタビリティと説明責任、リスク・アプローチとリスク・ベース・アプローチ、パブリック・
アカウンタビリティと公金（Public Money）に対するアカウンタビリティなど、前出時の用語利用のあ
り方も含めて注意を要すべきところも認められる。
以上のような注意を要する点や改善が求められる点がみられるものの、だからといって本論文がわが国
自治体の会計制度改革や監査制度改革に有益な研究であり、学会においても非常に大きな役割を果たすこ
と、さらには、その価値を否定するものでは決してない。むしろ、本論文が試みた英国地方自治体に関す
る会計制度・監査制度の検討は、明確な問題意識があるからこそ全体の論旨の展開は明確で、ぶれるとこ
ろがない。しかも、その検討手法は長年培ってきた実務界での経験と知識をもとに緻密である。本論文が
解明した点や提言には十分な説得力があり、わが国地方自治体の会計や監査の実務と制度のあり方（改革）
に大きく貢献する優れた研究論文であることに変わりはない。本論文で整理された地方自治体の会計制度
と監査制度の改革に向けた提言は、必ずやわが国の具体的な制度改革に活用されることが期待されるので
ある。
よって、本博士論文審査委員会は、全員一致で遠藤尚秀氏が博士（先端マネジメント）の学位を授与さ
れるにふさわしいと評価したので、これを同審査委員会の最終結論として報告する。
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